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日本，アメリカ ， 7 ラソス各鉄道水処理状況(本文前ベー ジ)

ぷγ子とご 日本国有鉄道 アメリカの鉄道 フラン久の鉄道

各機関区ごとに検査掛1 -2名を水 7i<処E霊会社がfI'l:í't作業する体制と 版関区ごとに 1 名の検査nがお り，
水処理 i'，;任者の百a ~ 処E里担当者に指定している. なっている. その指仰下に 1 人~数人の専門の

係員がいる.

裂を若松，戸畑，奈良， 茅ヶ崎， 鉄道会社によってまちまちである 一部で石灰ソーダ灰法が行われて

八王子でイオ Y交換樹脂による缶 が，相当缶外処理法が取入れられ いるが，一般的に缶外処四法は係

外処理が19われているほかは，缶 ている.しかし米閣の処理方法は 用されていないようである.

内処理法のみによ っ ている. 鉄道会社で確立されているのでな すなわち地中海岸線地区およびベ

< ，業者で缶外処PJ!が好まれてい ルギーに接する北部潟岸地区では

缶外処理と缶内処 m
るのである. 計約 30 箔所の給水所で石灰ソ ー

水 たとえばバ Jレチモアオハイオ鉄道 ダ灰法による処理が行われている.

では 376 給水所中石灰ソーダ灰法 なお給水所の数は約 8∞である.

処
1∞箇所. ゼオライト処理法 6 箇

所となっており，またユニオンパ

シフイッタ鉄道では 102 給水所中

J!I! 70箇所が石灰ソーダ灰法である.

の
?高気機関'11 ポイラ水処理主主準(暫 仏国鉄で確立された， いわゆるT .

水処理 の 管
日I! 定)が制定され，これを骨子とし I.A 給水処理方法によ ってい る.

て金後|刈取のノースケ ー ル， ノ ー

11 コロ ジ ョ Y化を殴 っている.

I型
13 極Mの続陪消街剤のうち， 適合 水処理会社の指示する消街知jを指 ザI缶)\1)は液体でその配合は峨I地区
するものを仕業ごとの算定水質に 示されたおだけ投入する. において管埋部の許可をmて随時

応じて計算された理論投入金とほ かえることができる.消缶)\I)ti地
事6 {ま等hl:投入される.なお消缶剤は 下{または地上)タ Y タに貯絞され.

消缶剤の成分およびその投入 固形でテ Y ダまたは補給送入器に これをパイプで注入総に却し滋

目I
よる直接投入である. |羽車にはテ γ ダ上に小さい消缶剤l

をうけるタ Y タがある.このタ Y

タの消缶剤は給水量に応じて自動
び 的に，テンダに送られる.

ブJ 総硬度は 5 p. p. m. (CaCO，) 以下 パルチモアオハイォ欽道では溶解

できるだけ低〈保つo P アル カリ 図形分 25oo p . p. m 以下.アルカ

法 ポイラ水際単位 度は 5∞ー700p. p. m (Ca CO，)で リ度を溶解固形分のおから 35 % 

浴解図形分の 20 %以上.溶解固形 の範図に保つことにしている.

分の上限は 3∞Op.p.m を標準と

する.
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出場から入締までの期間 T. I. A .

処理のみに期待することは，7i<処

貫主 洗 し、 理の初期の段階では閤態であり，

酸洗い処砲の実施が望まれてい
る.

昭和 21 年こる平均 2， 165 km であ 図的キロは 13，∞0-30 ，0∞ km 回

ったのが現在では 5，∞0-10，000 的日 数は 1 . C. C の規定で 30 日に
20.oookm ごと洗 f庁 悶 同11 km (平均 8，∞O km) . 回帰回数で 抑えられている.

は 25-50 日 ， 平均で 33 日

水 申修 (240.0∞-300.0∞km 回帰) I.C.C. の規程で煙管は 4 年ごとに 甲修 (400.∞Okm) 乙修 (150，∞o

乙修( 80，∞0-100，∞Okm 回帰) 交換することになっている.ただ km) 程度であって， 乙修では 10

処 煙管の取替状況
での鰭管廃棄率は大震管が 12 . 5 % し I. C.C.の検査をうければ. 1 年 本箆管を敏いて試験する程度であ

小主主管が 2 1.0% であって，水処理 間延長使用が認められるため突情 る.

を行わないときにくらべ約 45 出 は安全限度ぎりぎりとなるが. 1 
国

廃棄準が滋少している. 年間再使用している.

の
缶石生成分 lkg による燃料損失 ，f.イラメーカ ー の人民で 53 %.ポ かま板修皿作業而では l 万km あ

は，洗缶Jtj)聞で 2.∞0 円 Ikg と な イラ材で 86 %.洗街~mで 82 % たり 64 時!日]要した作業が 121時間

経 ~~ 節 約 百1m り， これは燃料消費量で 3 %の節 節約となる.またA. R . E . A の計 で間に合うようになった.もしi品
効 約にあたる. nによると缶石生成分 1 kgによる 場後ずっとノ ー スケ ー ルの状績で

鍋失は毎日平均!岡崎で 0.882 ド ル あったとしたら ， さらに経費の節

よ佐 となる. 約は大きく約 90-95 % 減となる.

7~処FJ!の~施により ー1ー から 一1一 水処思以前は 8.∞O km に l 件の制
2 .- - 5 合で発生していた事故が.16万km

巡転事故の滋少 に減少したと凡僚られている. に l 件と約」20ーに激減した.
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